
 「食べたものがうまく飲み込めない」「むせる」などの症状の原因を、より正確に診断するために、当院では
「嚥下造影」をおこなっています。 
　X線造影の際、バリウムなどの造影剤を入れたゼリー食やムース食を食べることで、口から入れて飲み込む
までの状況を造影することができます。このように画像で確認し、診断したデータをもとに、その方にあった
栄養補給方法や食事の選択などを考えます。さらに、言語聴覚士（ST）による摂食機能訓練などを実施した
り、管理栄養士が在宅復帰に向けての食事形態・調理法などのアドバイスを行っています。 

トピックス 嚥下造影をはじめました！ 嚥下造影をはじめました！ ～「診断と治療」のための検査です～ 
 
～「診断と治療」のための検査です～ 
 

　今年の夏は暑い！ 
その暑さをも超えて、今、千春会が熱い！！ 
　秋には、新規事業所として、認知症対応デイサービスセンターを開設。 
地域の皆さまに貢献すべく、さらなる「良質」を目指します。 
 
表紙を飾る、「未来輝く子ども達」のように、キラキラと･･･ 。 
「躍動する千春会」いよいよ目が離せません！！ 

（弘） 
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理　　念（３つの使命）  

　１ 患者・利用者の自立を支援し、良質な医療・看護・介護を提供する。 
　２ 仕事に誇りと責任を持ち、社会人としての向上を目指す。 

　３ 事業の充実により、住民の健康増進と地域社会の発展に寄与する。 

医療法人社団 千春会   

 

理　　念（３つの使命）  

　１ 患者・利用者の自立を支援し、良質な医療・看護・介護を提供する。 
　２ 仕事に誇りと責任を持ち、社会人としての向上を目指す。 

　３ 事業の充実により、住民の健康増進と地域社会の発展に寄与する。 

医療法人社団 千春会   
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「バ「バンビオ広場公園広場公園（JR長岡長岡京駅前）京駅前） 
水遊びす水遊びする子どもたちたち」 

 
 

「バンビオ広場公園（JR長岡京駅前） 
水遊びする子どもたち」 

 
 

○ 院長メッセージ院長メッセージ 
 
○ ご報告ご報告（7対1取得取得・亜急性期病床開設）亜急性期病床開設） 
 
○ 教えてドクター教えてドクター（訪問診療（訪問診療・在宅医療について）在宅医療について） 
  
○ おくすりの話おくすりの話 
  
○ 地域密着インタビュー地域密着インタビュー 
 
○ 中学生が職場体験に中学生が職場体験に・・・デイサービスセンター滝ノ町デイサービスセンター滝ノ町・上植野上植野 
 
○ アンケート報告アンケート報告・トピックストピックス 
 

○ 院長メッセージ 
 
○ ご報告（7対1取得・亜急性期病床開設） 
 
○ 教えてドクター（訪問診療・在宅医療について） 
  
○ おくすりの話 
  
○ 地域密着インタビュー 
 
○ 中学生が職場体験に・・・デイサービスセンター滝ノ町・上植野 
 
○ アンケート報告・トピックス 
 

【受付及び会計窓口について】 

① 来院されたときの受付職員の応対（言葉づかい・態度） 
　 身だしなみはいかがでしたか。 

② 領収書の明細はわかりやすかったですか 

 

【医師について】 

① 医師の応対（言葉づかい・態度）身だしなみはいかがでしたか。 

② 担当医に信頼感がもてましたか。 

③ 患者さまのプライバシーの保護に関してはいかがでしたか。 

④ 検査結果や病状、治療内容についての説明はいかがでしたか。 

良質な医療・看護の提供を目指して！ みなさまのご意見を大切に･ ･ ･ 外来患者さま満足度調査を実施いたしました 

今後も、良質な医療・看護・介護の提供を目指し、職員一同さらなる努力を重ねてまいります。 
貴重なご意見・お時間をいただき、誠にありがとうございました。 

満足度調査では、来院された時の応対や身だしなみから、
医師の信頼度、看護職員の対応や技術について、さらに
施設・設備にいたるまでの質問にお答えいただきました。
おかげさまで、おおむね満足との回答を多くいただきま
したが、ご不満の点もあり、いただきましたご意見を出
来る限り反映させていくよう、努力しております。調査
結果は、一部のみ掲載しておりますので、詳細は千春会ホー
ムページにてご覧ください。 
http://www.senshunkai.or.jp/

【当院を選ばれた理由】 

 



　
教えて ドクタ

ー
第2回 訪問診療・在宅医療について 

今林伸康 先生 在宅診療医長 在宅診療医長 

毎日を自分らしく、 
生き生きと過ごして 
いただけるよう、 
日々、みなさんのお宅を 
訪問し診療をしています。 

　「調子はどうですかぁ？」満面の笑顔で、患者さんのお宅を訪問する今林先生と看護師さん。

人の出入りが多い病院とは違い、自宅でゆったりした雰囲気での診療です。 

　「ちょっとねぇ～先生、頭が痛いんですわ…」からはじまって、お薬のこと、食事のこと、

生活のこと、身の回りのいろいろな話まで…。 

　自宅で納得いくまで先生と対話でき、病状を伝えられる安心感。 

医師や看護師が、その人にふさわしい診療提供をしてくれる信頼感。 

そんな「私の先生」感覚が、訪問診療の魅力です。 

ぜひ、一度問い合わせてみるのもいいですよね。 

訪問 診 療でい つ も安心 ！  
 

訪 問 診 療 で い つ も 安 心 ！  
 

在宅医療･訪問診療を希望される方、 
ご相談のある方は 
病院スタッフ(医師･相談員等)まで、 
お気軽にお問い合わせ下さい。 
 

　「命」も「生活」も英語で言うと、どちらもライフ(life)となりますが、 
病院ではやはり「生活」より「命」が優先されます。 
　病院は、人の命を助け、病気や怪我を治すための医療設備が十分に整っている
場所です。しかし「生活する場所･豊かな人生を送る場所」としては、病院はあ
まり良い環境とはいい難い場所かもしれません。命は大切です。それでもできる
なら生活も大事にしたいところです。 
　最近よく耳にする「在宅医療」とは、入院･外来に続く第３の医療と言われ、
入院も通院もせずに自宅で療養しながら「訪問診療」を受ける方法のことです。 
　長期間療養を要する方々などは、病院のベッドですごすより出来ることなら住み慣れ
た自宅で暮らしたいものでしょう。また、自宅で療養し通院しているが、歩行困難や認
知症状などにより通院が困難という方々もおられます。そういった場合の選択肢の一つ
として、わざわざ病院まで出向かなくても、自宅で療養しながら医者の方がお宅へ訪問
し診療する「訪問診療」を受けるという方法があります。 

　具体的には、原則として月２回医師が自宅を訪問し、病状チェック・投薬治療をしま
す。加えて適時看護師の訪問･理学療法士の訪問･ヘルパー訪問･デイサービス通所送
迎等の介護サービスを利用します。医師・看護師などが訪問
して病状を把握しますので、時には、必要な検査をしていた
だいたり、病状悪化の際は適時入院治療に変更していただく
事もあります。 

　このように「在宅医療」は、療養しながら豊かな人生を送るため、 
出来るだけその人の生活に沿った医療を提供することができるシステムです。 
 

千春会では、理念に掲げる「良質な医療の提供」を目指して、医師、
看護師、コメディカル、すべての職員が努力した結果、ついに一般病棟
入院基本料7対1体制が7月1日よりスタートしました。 
これにより、さらに質の高い、より手厚い看護体制を提供します。 

7対1とは･ ･ ･ 
現行の入院基本料の中で、最も手厚い看護師配
置基準を示す。 
看護師が常時（24時間）平均して受け持つ患者
7名に対し、看護師を 1名配置・平均在院日数
19日以下・医師数・看護必要度などの厳しい条
件をクリアすることが求められる。 

－ さらなる「良質」をめざして － 
 
－ さらなる「良質」をめざして － 
 

急性期治療が終了した方などを対象に、自宅復帰を目的とした効率的な治療、リハビリ等のための入院（最高90日）が
できるようになりました。 

ご報告1　 
 

ご報告2 新たに「亜急性期病床（10床）」開設！ 

最高レベルの看護体制　7 対 1 取得！ 
 

 
 

 

　陽射しも強く、暑い夏まっただ中ですが、皆さま

いかがお過ごしでしょうか。 

　2007年 7月に千春会病院院長に就任して1年が過

ぎました。 

　世界の温暖化現象がこんなにも取り沙汰されてい

る昨今ですが、医療機関にとっては非常に厳しい冬

の時代が続いています。そんな逆風の中、それでも

前へと進んでいくために、我が千春会病院はこの１

年で大きく舵を切っています。 

　まず、2007 年 8月に「病院の質的向上を目指す

こと」を目的として、私の就任前から取り組んでい

た日本医療機能評価機構による「病院機能評価バー

ジョン5」の認定を取得しました。これは、病院外

の第三者機関から、病院機能の体系立った審査と客

観的評価を受け、今後の改善点を明らかにしていく

ものです。 

　さらに、本年4月からは障害者病床等の届け出を

返上して、一般急性期病院として稼働し始めました。

これは医療機関の役割分担が求められる中、千春会

病院は、地域の急性期～亜急性期型の病院となるこ

とを選択したという意味です。この選択には平均在

院日数の短縮が必須条件となるため、病院職員一丸

となって入退院支援を行い、１つの目標である平均

在院日数 21 日以下を達成することができました。

現在では、平均在院日数の短縮も益々進み、19日

を切るようになりました。 

　加えて、看護体制の向上を目指し、看護部を中心

として努力した結果、この7月には「看護配置基準

7対 1」を達成いたしました。これは、入院患者様

への手厚い看護体制を整える上で必要な看護師数の

数値目標です。今後は、この「7対 1基準」の維持

継続に力を注いでいく必要があります。 

 

　このように、ハード、ソフトの両面の改善を進め

る中、「医療法人千春会の理念」の改訂をも行い、

今までにも増して「良質な医療・看護・介護を提供

する千春会」へと進化しています。 

　これからの千春会が目指すのは、地域の「かかり

つけ病院」として機能し、病院の立場から、急性期

～亜急性期の患者様や在宅療養中の患者様・利用者

様、さらにはそのご家族様へ「良質な医療・看護・

介護の提供」と「療養の支援」を、しっかりと行う

ことです。 

　在宅療養の患者様に対しては、必要に応じて、積

極的に訪問診療・往診を行い、訪問系・通所系サー

ビス及びショートステイ等を適宣利用していただけ

るよう、介護支援専門員（ケアマネージャー）と緊

密に連携し、活動しています。 

　日々進歩する医療。そこで働く職員全員の研鑽や

スキルアップも重要な課題です。 

　様々な新しい知識・技術を吸収、共有して、日常

の臨床に活かしていくこと、病院内外へ発信してい

くことが望まれます。 

　また、標準的な医療を実践しながらも、個々の患

者様、利用者様の唯一性や個別性を十二分に理解し

た上で、画一的ではない、心のこもった優しい医療・

看護・介護サービスを提供できるように努めて参り

ます。 

　この乙訓地域にあって、一番ベッド数の少ない病

院ですが「千春会の理念」の下、その特色を生かし、

地道に活動し続けることこそ、地域への最大の貢献

と考えます。 

　そして、地域からの「信頼」を、千春会が挑戦し

続けるための原動力として、ますます熱く進んで行

きたいと思います。 

 

暑い夏より、熱い千春会！ 
 
暑い夏より、熱い千春会！ 
 

院長　藤原 仁史 
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済生会京都府病院　 
中嶋　俊彰　院長 
（平成18年2月就任） 

 

済生会ファースト 
「まずはご相談下さい。 
 最適な医療をご提案します。」 

地域密着インタビュー！！ 
「済生会病院」紹介の巻 
 

地域密着インタビュー！！ 
「済生会病院」紹介の巻 
 

　今回は、最近、よく耳にする「地域

連携」を中心にお話を伺いました。 

終始、にこやかな笑顔と穏やかな口調で語っていただき、

実直なお人柄に触れることができました。 
 

「地域連携・医療連携」についてお聞かせください 
 

院長：この病院が長岡京市に移転したのは、医療連携の

ためともいえるでしょう。基本は地域医療ですか

ら、地域密着型である「医療連携」にも力をいれ

ています。済生会病院は、近年、急性期病院への

方向付けをしました。地域医療支援病院という立

場で、「連携」の中心的役割を担うという形で進

めていますので、医療連携の必要性が自然に浸透

し、職員の意識も高まっています。やはり、地域

の患者さんは、地域の中で医療を完結するべきと

の考えから、きめこまやかな対応を

しています。ただ、救急医療におい

ては、夜間当直医師の外来・病棟兼

務の問題、入院受け入れ体制の強化

などが、今後の課題ですね。 

どこか具合が悪くなったとき「どの科、どの病院へ行
けばいいのだろうか」と思うのですが 
 

院長：そうです。患者さんの不安がそこにあるわけです

ね。そういった不安を解消していただくために、

私が考案したキャッチフレーズを、

現在、玄関のTVに流しています。

「済生会ファースト」といいます。

「まずはご相談ください。最適な

医療をご提案します。」と。 

一つの病院で完璧な事ができるような時代では、

まだありません。この病気だったら「どこへ行け

ば良い」「これは済生会病院で」と、しっかりし

た医療方向の提案だけでもできれば、地域の病院

としての価値が高いのではないでしょうか。 
 

大きな病院は、ちょっと敷居が高い感じがしますが 
 
院長：済生会病院は坂道の上ですが、敷居は低いですよ。

ぜひ、この坂をあがってきてください。（笑） 

 

　誠実なお話の中に、ときおりユーモアを交えてくださっ

た院長。 

　ご趣味は、お若い頃から「トレッキング」だとか。多

忙な毎日、現在は日帰りで楽しまれているそうです。 

社会福祉法人　済生会京都府病院 
所在地：〒617-0814　長岡京市今里南平尾8番地 
TEL（075）955－0111（代）　FAX（075）954－8255 
http://www.kyoto.saiseikai.or.jp
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Q.体験前と体験後のイメージは？ 
寝たきりの方ばかりかと。実際はみなさん、おも
しろくて、元気でした。明るい方が多かったです。 

Q.大変だったことは？ 
一日目は慣れなくて、立ちっぱなしで疲れた。 

Q.体験を終えて 
体験して介護の仕事につきたいと思った。また来
たいです。 

Q.スタッフの人は？ 
とてもやさしかった。 

Q.楽しいかったことは？ 
戦争のことや、いろいろ話しをしてもらった。髪を
乾かしたら「ありがとう」って言ってもらえて、う
れしかった。 

Q.体験はどうでした？ 
最初はすごく緊張して、話をするのに疲れました。 

Q.体験前と体験後のイメージは？ 
体験に来るまでは、人の助けがないと何もできない
方が多いのかと思っていた。みなさん明るくて驚い
た。 

Q.何が楽しかった？ 
七夕飾り、星に銀紙を貼る作業がおもしろかった。 
スタッフの方もやさしくて、楽しかったです。 

Q.困ったことは？ 
こられている方の声が、よく聞こえないことがあり、
少し困った。 

Q.将来は医療関係の仕事？ 
人を助けられる、 
内科の医師になりたい。 

将来は内科の医師になりたい！ 
浅村 萌美さん 
 

梅本 珠莉さん 
将来は介護の仕事につきたい！ 
 

梅本さんに 
　　訊きました 
梅本さんに 
　　訊きました 

浅村さんに 
　　訊きました 
浅村さんに 
　　訊きました 

 緊張のチャレンジ体験！
2 名の中学生（京都市立神川中学校）が

職場体験に

体験期間： 6月23日～27日 
場　　所： デイサービスセンター滝ノ町 
         デイサービスセンター上植野 
 

体験期間： 6月23日～27日 
場　　所： デイサービスセンター滝ノ町 
         デイサービスセンター上植野 
 

 　かわいらしい中学生 2 名が、職業体験。千春会のデイケアサービスセンターで 5 日間がんばりました！
　緊張した面持ちの初日から始まり、いろいろと体験を重ね、最終日は笑顔で語ってくれました。来られている方々も、かわいらしい中学生と話しをしたり、遊んだり、とても楽しそうでした。   　先日、中学生お二人から

「今回の経験をこれからの生活や将来に活かしたい」とお礼の手紙もいただきました。

デイサービス
センターに中学生がやってきた！
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